























































































































































族の会岩手県支部のつどいは 3 ～ 4 ヶ月に一度の開催で
あり、つどいだけしか「気軽に参加できる交流の場」が
ないというのは、若年性認知症の人と家族の人生の豊か
さにはつながらない。
　若年性認知症になっても、本人、家族ともに安心感を
持ち生活していくために、不十分なサービスの状況、サー
ビスの内容や個別的なかかわりの質といった現在の状況
を変えていくことが必要である。認知症の人と家族の会
岩手県支部ではつどいを継続的に開催していきながら、
今後も若年性認知症の人とその家族が安心して生活して
いけるよう行政への働きかけや調査研究等も行っていく
予定である。
５　その他（参考文献・謝辞等）
　「岩手県で若年性認知症の取り組みを始めたい」と活
動に声をかけてくださった「認知症の人と家族の会」岩
手県支部世話人の立花美江様をはじめ、岩手県支部代表
の小野寺彦宏様、岩手県支部事務局長の長谷川正志様、
岩手県支部世話人の皆様、「若年性認知症の人と家族の
つどい」参加者の皆様のご助力なしに研究は成し遂げら
れませんでした。皆さまに深く感謝申し上げます。
　研究の成果として、調査報告書である『岩手県におけ
る若年性認知症の人のサービス利用についての調査』の
他、「若年性認知症の人と家族のつどい」に参加した学
生が作成した『岩手県若年性認知症スタートブック』が
ある。（文責：藤野好美）
